
２０１９年度 第２回 講師会の纏め 

NPO法人六樹会パソコンサロン：講師会 

開催日時 ２０１９年１１月２０日（水曜日） 午前９時２０分～１１時１０分 

開催場所 奈良県社会福祉センター ２階 ボランティアルーム 

出 席 者 岡田 まき子、鎌田 洋、川本 牧子、小走 淑代、中垣 修、野口 敏、藤崎 和子、 

山下 征一郎、横尾 敏雄                            以上９名（敬称略） 

検討事項 <来年度以降の活動について> 

１． 活動計画（案）について 

２. 令和２年度 「Wordの学習（応用）」（案）について 

３. 応用科日程表（案）について 

４. 令和２年度 NPO法人六樹会パソコンサロン活動計画（案）について 

５. その他 

資 料 来年度以降の活動について 

 

≪検討内容及び検討結果≫ 

１. 活動計画（案）について 

❖講座総括担当の鎌田さんから「来年度以降の活動について（案）」の資料に基づき詳細な説

明があり、主に来年度以降の「活動計画案」について教室毎に検討した。内容及び結果は下

記の通りです。 

（1） 活動計画（案） 

案 次年度 次々年度 次々年度以降 備考 

１案 基礎科 

応用科 

相談サロン 

応用科 

相談サロン 

相談サロン 現状維持の案です。 

そして、毎年度教室ごとに募集を行うか

否かの判断が必要です。 

２案 基礎科 

応用科 

相談サロン 

又は研修科 

応用科 

相談サロン 

又は研修科 

相談サロン 

又は研修科 

研修科開設の案であり、応用科修了生

に対して相談サロンもしくは研修科で対

応します。 

そして、毎年度教室ごとに募集を行うか

否かの判断が必要です。 

３案 基礎科（新） 

応用科 

相談サロン 

又は研修科 

基礎科（新） 

応用科（新） 

相談サロン 

又は研修科 

基礎科（新） 

応用科（新） 

相談サロン 

又は研修科 

末長く活動するために受講生対応の見

直しを行い、新しい基礎科・応用科を開

催するとともに応用科修了生に対して相

談サロンもしくは研修科で対応します。

来年度からではなく、１案 ２案から何年

度に切り替えるか検討が必要です。 

（注）研修科は、再受講生対応として、応用科修了生を対象に新たに開設、講座内容等運営方法

は応用科と同じ。 



（2） 検討内容 

① 宇陀教室 

 受講生について 

受講生には、応用科終了後しばらくブランクがあって再受講される方、もう一回基礎

からやりたい方、初めての方がおられる。 

パソコンから離れたくないし離れられないが、相談サロンに行くのはしんどいのでも

う一回再受講される方もある。 

 研修科について 

研修科を設けるのは今までやってこられた方に歓迎されるかもしれない。 

既に受講された方にもご案内を差し上げるかどうするか。 

毎週開催や月２回となるときつい。月１回の開催なら。 

スタッフがいないのでしんどい。 

 来年度以降について 

現基礎科は９期生、１０期生で一区切りになるのではないか。 

継続を望んでおられるように思う。ニーズに応える為にはしんどくなる。 

続けることがよいのかなあと思う。 

令和２年度は募集することにする。 

② 香芝教室 

 受講生について 

再受講生が多くなるとやりにくい。 

受講生の口コミで来ていただいている人が多い 

受講生間に質の違い、世代の違い、感覚の違いがある。 

 研修科について 

もう一回基礎科に入ってもらうか、応用科に入ってもらうのがよい。 

次年度の研修科募集については見送りとする。 

 来年度以降について 

現基礎科は８期生、取り敢えず来年は今まで通り基礎科の募集をして、募集状況を

みて対応していく 

区切りを１０期と言わずに募集してみる。 

③ 橿原教室 

 受講生について 

再受講生の中には講座中に先の質問をされたり、講座内容以外の質問をされたり

する方がおられる。 

 研修科について 

基礎科の募集を終えた教室から研修科を設けてはどうか。 

研修科は、再受講生の受け皿として、良いのかなと思う。 

相談サロンを分散させるので相談サロン１本で良いのではないか。 

  



 来年度以降について 

現基礎科は１０期生、「１０期生の募集が一区切り」ということで次年度は基礎科の

募集は行わない。 

来年度は募集を行わず、応用科と相談サロンに絞る。 

再受講生をどうするかの問題がある。来年度も募集してみる。 

（3） 検討結果 

❖教室毎に検討した結果は次の通りです。 

教室名 令和２年度開講講座 備考（コメント） 

橿原教室 応用科 

相談サロン 

左記の２講座で「１０期生の募集が一区切り」ということで

次年度は基礎科募集を行わない。 

研修科は基礎科や応用科と違い、相談サロンを分散させ

るので相談サロン１本で良いのではないか。 

宇陀教室 基礎科 

応用科 

研修科 

（相談サロン） 

例年どおり基礎科の募集を行うとともに、初めての試みとし

て本年度応用科修了生と今までの卒業生の利便性と地域

特性に配慮して研修科の募集を行う。ただし月２回の開催

はサポーターの面からも無理があるので月１回の開催とし

て欲しい。 

香芝教室 基礎科 

応用科 

基礎科を募集して例年通りの講座で活動を希望する。 

次年度の研修科募集については見送りとさせて頂き検討

課題とさせてほしい。 

２. 令和２年度 「Wordの学習（応用）」（案）について 

❖講座総括担当より、別紙１の資料「令和２年度 Wordの学習（応用）目次検討（案）」に基づ

き、令和２年度の応用科は「Wordの学習（総合練習問題）」のテキストをなくして、「Wordの

学習（応用）」に組み込むとの提案があり、これについて全員異議なく提案は了承された。 

３. 応用科日程表（案）について 

❖講座総括担当より、別紙２の資料「橿原教室１０期生 応用科日程表（案）」に基づき、橿原教

室・応用科の日程を例に提案があり、これについて全員異議なく提案は了承された。 

４. 令和２年度 NPO法人六樹会パソコンサロン活動計画（案）について 

❖講座総括担当より、「令和２年度 NPO 法人六樹会パソコンサロン活動計画（案）」の資料に

基づき提案があり、これについて全員異議なく提案は了承された。 

５. その他 

（1） Excelの学習（応用）：令和元年度版について 

❖講座総括担当より、「Excel の学習（応用）」の令和元年度版の見直しについて報告と説

明があり、これについて全員異議なく了承した。 

令和元年１１月２１日 

（ 文 責 ： 藤 崎 ） 


